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 本校が採用している大日本図書の理科教科書では、

５年の最初の単元は「天気の変化（１）」である。こ

の時期、弧状列島付近は天気の変化が顕著で、気象の

学習には適していると言える。 
「天気の変化」の学習では、空の様子（雲の種類や動

き）や天気の継続的な観察が重要となる。一日の中（た

とえば午前と午後）での変化、日々の変化の両方の観

察が大切だろう。ノートに直接観察させても良いのだ

が、やはり統一した形式の観察用紙を用意したほうが

良い記録が残せるように思う。

 
 今回の５年生では、このような観察用紙を用意した。

一緒に５年理科を担当する教員と相談しながら、教科

書に載っている観察記録例を参考に、一部を変えてみ

た。教科書では気温の記入欄はないが、日ごろ気温を

測定することが当たり前になっている子どもたちな

ので、気温の欄は設けることにした。また、教科書で

は「雲の量」は「空全体を覆うような雲」といった表

現だが、この用紙では「１０分の○」と、数値で記入

させることにした。教科書では「雲の形」「雲の動き」

は別の項目になっているが、これは一つの欄とした。

上層雲と下層雲で移動方向や速度が異なることもあ

るからだ。 

 
 雲や天気の観察では、家庭学習での観察になること

も多いので、記入例も作成して配布しておいた。観察

用紙、記入例とも、縦 24.5cm、横 17.5cm とし、理科

帳よりもわずかに小さいサイズとした。

 

 学校で観察する場合、「天気が下り坂」の日、つま

り観測地に低気圧が近づいているような日が一番良

い。この日は西日本から天気が悪化し、朝は快晴だっ

た空に、巻雲や変化巻雲などの上層雲が現れ始めてい

た。まさに観察に絶好の日と言える。 


